
定期報告（ウルグアイ内政・外交：２０１８年９月） 

 

【内政】 

１ 最新の世論調査結果 

 ９月に発表された Equipos 社の政権支持率調査によると，バスケス政権を支持す

るとの回答は過去最低水準の２４％に落ち込み，支持しないとの回答は５２％に達

した。同時に行われたモンテビデオ県政支持率調査では，３９％が支持すると回答

し（支持しないとの回答は３３％）前回調査と比べ改善した。また，同社の政党支

持率調査では，ＦＡ３１％，国民党２８％，コロラド党１０％，白票等１５％とな

った。一方，Factum 社による同調査では，ＦＡ３４％，国民党３０％，コロラド党

１２％，人々の党７％，独立党６％，人民同盟２％という結果であった。 

 

２ マニーニ・リオス陸軍司令官に対する軍事懲罰令 

１０日，バスケス大統領は，メキシコを訪問中のマニーニ・リオス陸軍司令官に

対して軍施設内での３０日間禁固という軍事懲罰を決定した。軍人は法案及び政策

に関する公的発言を禁じられているにも関わらず，同司令官が軍人年金制度改革法

案及び閣僚に対する批判等を行ったことが直接的な理由であるが，以前より同司令

官はハイチへのＰＫＯ派遣等の批判，また，教会のミサに軍服で参加する等の行動

が問題視されてきた経緯がある。更に１５日，軍音楽隊が式典で国民党の党歌を演

奏したことで政府と軍の関係が緊張し，モンタネール陸軍参謀長が３日間の自宅謹

慎処分となった。１８日，マニーニ・リオス陸軍司令官はメキシコから帰国後，収

監先となる軍施設に直行した。 

 

【外交】 

１ トポランスキー副大統領の訪中 

 １０日～１５日，トポランスキー副大統領はベルガミノ外務次官を伴い訪中し（北

京及び四川省），汪洋中国人民政治協商会議（CPPCC)主席，王岐山国家副主席，栗

戦書全国人民代表大会常務委員長，尹力四川省省長，黄暁薇中華全国婦女連合会総

書記及び大学関係者等と会談した。王岐山国家副主席との会談では，一帯一路の枠

組みにおける漁業協力等及びウルグアイ国会議事堂の改修工事のための協力の可能

性について述べた（ウルグアイは，２０２５年に建設百周年を迎える国会議事堂の

改修，同じく２０３０年に百周年を迎えるセンテナリオ競技場及び併設の博物館の

改修に関する協力を中国に要請した）。また，汪洋政協主席との会談では，現在の

ウルグアイ・中国・戦略的パートナーシップ（Asociación Estrategica）からの格上

げを念頭に置いた二国間関係の更なる関係強化を推進する可能性について意見交換

した。 

 

２ バスケス大統領の国連総会一般討論演説 

 ２２日～２７日，バスケス大統領はニン・ノボア外相と共に訪米し，２６日，第

７３回国連総会にて一般討論演説を行い，ＯＤＡ適格要件等の見直しの必要性（経

済成長によりウルグアイは高所得国となり２０１８年からＯＤＡ適格外となった），

ウルグアイにおける公衆衛生改善を含む福祉向上の取組，外交政策の基本理念，国



際機関の強化及び近代化の必要性，環境問題及び気候変動について述べた。 

２４日，バスケス大統領は，ワシントンで汎米保健機構（ＰＡＨＯ）より最高栄

誉称号「米州公衆衛生における英雄」を授与され（反タバコ政策を含む非感染症疾

患政策における同大統領の指導力が評価された），また，ＮＹで開催された非感染

症疾患に関するＷＨＯハイレベル独立委員会及びメルコスール首脳会議に出席した。 

 

３ ニン・ノボア外相の国連総会関連会合等への出席 

 ９月２４日～２７日，ニン・ノボア外相は国連総会等に出席したバスケス大統領

に同行した他，同枠組で開催されたマンデラ元南アフリカ大統領生誕百周年を記念

する平和サミットの他，死刑執行，拷問及びその他の非人道的残虐行為に使用され

る物品貿易の制限に関する第１回大臣級会合（亜，ＥＵ及びモンゴルの主催），Ｐ

ＫＯのための行動に関するハイレベル・イベント，ラ米・カリブ諸国共同体（ＣＥ

ＬＡＣ）外相会合，イベロアメリカ会合外相朝食会，女性と平和・安全保障に関す

るイベント及び「核兵器の全面的廃絶のための国際デー」記念式典，小規模農家に

対する国連援助に関する大臣級朝食会に出席し，また，国際平和研究所（ＩＰＩ）

においてフィンランド，インドネシア，ルアンダ外相とＰＫＯに関するイベントを

共催した。また，ラ米・カリブ諸国間の情報アクセス，公共参加，環境問題に関す

る裁判へのアクセスに関する地域協定に署名した。  

 その他，９ヶ国との二国間外相会談（ルクセンブルク，ジョージア，チュニジア，

ウクライナ，アンドラ，レバノン，アルメニア，ハンガリー及びアンゴラ）を実施

した。 

  

【要人往来】 

○往訪 

１０日～１５日，トポランスキー副大統領，ベルガミノ外務次官の訪中 

２２日～２７日，バスケス大統領，ニン・ノボア外相，アストリ経済財務相の訪米

（国連総会等） 

○来訪 

４日，ジャステンバーグ国連人権高等弁務官事務所（ＯＨＣＨＲ）南米地域代表 
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